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弊社の施工内容等について 

 

2025 年 7 月 1 日に開催されました「先達山を注視する会」主催の対話会におきましては、多

くのご意見やご質問を賜り、誠にありがとうございました。貴重な対話の場を設けてくださ

った「先達山を注視する会」の皆様にも、心より御礼申し上げます。 

 

当該対話会では、ご参加の皆様より、弊社の施工内容に関していくつかのご質問を頂戴いた

しました。より多くの皆様に情報をご提供するため、本書にて主なご質問への回答を掲載さ

せていただきます。 

 

なお、その他のご質問等につきましては、弊社ホームページ内の「よくあるご質問（FAQ）」

をご参照いただくか、「お問い合わせ」フォームよりご連絡ください。 

 

 

① 1 号調整池の法尻はコンクリートになっているか。 

⇒コンクリートではございません。 

本工事では、法尻工として端部にふとんかごを設置し、HHWL=349.4 以上の EL350 まで、

フィルター層として岩ズリ盛土をしております。 

（図-1.1 1 号調節池盛土法尻 縦断面図、写真-1.1 1 号調節池盛土法尻 施工状況参照） 

また、EL350～EL390 の盛土については、盛土の安定性を確保するため、安全率 1.7 で安定

計算を実施し、現地発生土にセメント系固化材を添加した改良土で盛土しております。 

（図-1.2 1 号高盛土改良範囲参照） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

図-1.1 1 号調節池盛土法尻 縦断面図 
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写真-1.1 1 号調節池盛土法尻 施工状況 

 

 

図-1.2 1 号高盛土改良範囲 
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② 盛土部分の暗きょう配管の図面と、その施工写真の提供 

⇒別添図面を参照願います。（20240802_（変更）暗渠排水計画） 

暗渠排水計画については、図-2.1 暗渠排水計画図 2024.08.02 変更のとおり、現場の湧水状

況などを確認し、暗渠管の増設や管径の拡大などを実施しております。 

また、施工状況は写真 2.1～2.4 のとおりです。 

 
図-2.1 暗渠排水計画図 2024.08.02 変更 
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写真 2.1 暗渠排水施工状況 暗渠管敷設 

 

 

写真 2.2 暗渠排水施工状況 裏込め砕石敷設 
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写真 2.3 暗渠排水施工状況 吸出し防止シート設置 

 

 

 

写真 2.4 暗渠排水施工状況 埋め戻し状況 
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③ 上記、暗きょ配管の水平配管の図面と、その施工写真の提供 

⇒支管（水平配管）の図面につきましては、②で提示しました別添「20240802_ （変更）暗

渠排水計画」に記載されておりますので参照願います。 

施工状況は写真 3.1～3.2 のとおりです。 

 

写真 3.1 暗渠排水（支管）施工状況 主管接続 

 

写真 3.2 暗渠排水（支管）施工状況  
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④ 改良土を採用した盛土の場合の施工方法、施工写真 

⇒高盛土（ニーニ断面）に関する盛土安定計算の結果、盛土材の土質定数として、粘着力 C＝

20kg/m²、内部摩擦角 φ＝35°が得られました。当現場の事前調査結果から、この条件を満たす

材料を調達するためには、ある程度までの深度まで掘削する必要があるため、工期、施工性

を考慮し、安定的に調達が可能な土砂を選定し、セメント系固化材を混合し改良することに

しました。 

 セメント系固化材の添加量については、無補強で盛土可能な C、φについて、C 値を変化さ

せたときの φ値を逆算しました。次に、セメント系固化材の添加量を変化させ、三軸試験（28

日）を実施し、目標とする C、φを満足する添加量を算出しました。 

 施工においては、現地発生土と固化材を均一に撹拌するため自走式土質改良機「コマツ リ

テラ」を用いました。 

また、盛土の品質管理として、RI による現場密度試験や簡易支持力測定器（キャスポル）

による測定を実施しております。 

 施工状況は、写真-4.1 リテラによるセメント改良状況、写真-4.2 写真-4.3 に盛土の品質管理

を参照ください。 

  

 

写真-4.1 盛土材料セメント改良状況（リテラ） 
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写真-4.2 盛土品質管理 RI 現場密度試験状況 

 

 

写真-4.3 盛土品質管理 キャスポル 
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⑤ 里道付け替え中腹部上の法面からの湧水の処理の考え方 

⇒法面からの湧水については、現在、にじみ出る程度のごく少量にとどまっており、顕著

な流出は確認されていないため、当面は経過観察を継続する方針です。 

 ただし、湧水の流出量が増加した場合には、図-5.1 法面湧水処理概要図の対策を基本計

画として対応します。（別紙、裏面排水材モノドレン参照） 

 

 
図-5.1 法面湧水処理概要図 

 



OKU09911
テキストボックス
別添、
裏面排水材モノドレン
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⑥ 集水桝を設計で入れるようになっているが、施工できていないのでは 

⇒指摘の箇所は、写真-6-1 集水桝設置状況のとおり、4 辺開口の FS600 集水桝が設置さ

れております。 

 （別添、20250703_集水桝写真） 

 

 

写真-6-1 集水桝設置状況 
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